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北
海
道

 

第
４
回
特
別
展
「
幕
末
維

新
を
生
き
た
旅
の
巨
人 

松
浦
武
四
郎
」

幕
末
期
、
北
海
道
を
６
回
踏
査
し
、ア

イ
ヌ
民
族
の
生
活
状
況
な
ど
を
克
明
に
記

録
し
た
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」
と
呼
ば

れ
る
松
浦
武
四
郎
。
幕
末
の
志
士
や
政
治

家
、学
者
、文
人
と
の
幅
広
い
交
流
の
中
で

〈
情
報
通
〉
や
〈
蒐
集
家
〉
と
し
て
も
有

名
だ
っ
た
そ
の
希
代
の
生
涯
を
た
ど
る
。

【
開
催
場
所
】 

札
幌
市
厚
別
区
・
北
海
道
博

物
館
２
階　

特
別
展
示
室

青　

森

 

加
賀
美
流
騎
馬
打
毬

騎
馬
武
者
が
杖
で
毬
を
奪
い
合
い
毬
門

（
ゴ
ー
ル
）へ
毬
が
入
っ
た
数
で
点
数
を
競

う
勇
壮
華
麗
な
馬
術
競
技
。
現
在
日
本
で

打
毬
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
３
か
所
の
み
。

八
戸
の
打
毬
は
藩
政
時
代
の
古
代
馬
術
を

現
代
に
伝
え
る
も
の
で
、
鎌
倉
・
鶴
岡
八

幡
宮
の「
流
鏑
馬
」や
相
馬
・
相
馬
神
社
の

「
野
馬
追
」
な
ど
と
並
ぶ
。
青
森
県
無
形

民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

【
開
催
場
所
】
八
戸
市
・
長
者
山
桜
の
馬
場

岩　

手

 

奥
州
の
夏
ま
つ
り　

奥
州

こ
ろ
も
が
わ
祭
り

荒
馬
先
陣
行
列
、お
石
様
行
列
、
弁
慶

綱
引
き
大
会
、
新
衣
川
音
頭
流
し
踊
り
パ

レ
ー
ド
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。
老
若
男
女

が
楽
し
め
る
奥
州
の
夏
ま
つ
り
。

【
開
催
場
所
】 

奥
州
市
衣
川
・
古
戸
商
店
街

宮　

城

 

東
松
島
夏
ま
つ
り
２
０
１
８

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
、
商

店
街
通
り
を
練
り
歩
く
八
鷹
神
輿
、
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
会
場

は
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
ち
な
ん
だ
「
青
」

に
彩
ら
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

東
松
島
市
商
工
会
前
〜
蔵

し
っ
く
パ
ー
ク
周
辺

秋　

田

 

響
け
！
鹿
角
の
元
気
！

平
成
28
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
花
輪
ば
や
し
。
日
本
三
大

ば
や
し
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
こ
の
祭

り
は
、
幸
さ
き
わ
い稲
荷
神
社
の
祭
礼
祭
り
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
華
麗
な
笛
と
雄

大
な
太
鼓
と
と
も
に
、
絢
爛
豪
華
な
屋
台

（
山
車
）
が
町
中
を
練
り
歩
く
。
見
ど
こ

ろ
は
20
時
頃
、
鹿
角
花
輪
駅
に
10
町
内
の

屋
台
が
そ
ろ
う
駅
前
行
事
。
翌
日
の
明

け
方
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

Ｊ
Ｒ
鹿
角
花
輪
駅
前
・
花
輪

市
街
地

山　

形

 

八
朔
祭
＝
１
４
０
０
年
の

歴
史
と
伝
統

入
峰
し
た
山
伏
が
開
祖
蜂
子
皇
子
を

祀
っ
た
蜂
子
神
社
に
祈
願
し
、
大
紫
灯
護

摩
を
行
う
こ
と
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
、
山

伏
た
ち
に
よ
っ
て
点
火
さ
れ
る
護
摩
。
夜

の
羽
黒
山
頂
を
照
ら
し
延
々
と
燃
え
る

様
は
荘
厳
。

【
開
催
場
所
】 

羽
黒
山
山
頂

福　

島

 

第
54
回
郡
山
う
ね
め
ま
つ

り
優
雅
な
ミ
ス
う
ね
め
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

や
、
う
ね
め
神
社
に
お
け
る
供
養
祭
な
ど

初
日
か
ら
盛
り
だ
く
さ
ん
で
行
わ
れ
る
郡

山
最
大
級
の
ま
つ
り
。
２
日
目
、
３
日
目

に
は
、
う
ね
め
踊
り
流
し
、
ゆ
か
た
Ｄ
Ｅ

う
ね
め
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
続
き
、
祭
り

は
最
高
潮
を
迎
え
る
。
６
０
０
０
人
が
踊

る
様
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

【
開
催
場
所
】 

郡
山
駅
前
大
通
り
な
ど

茨　

城

 

あ
け
の
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

筑
波
山
を
背
景
に
４
万
平
方
メ
ー
ト

ル
超
の
広
大
な
田
畑
に
咲
く
、
八
重
ひ
ま

わ
り
約
１
０
０
万
本
が
見
頃
を
迎
え
る
。

５
本
３
０
０
円
で
ひ
ま
わ
り
を
持
ち
帰
れ

る
「
ひ
ま
わ
り
切
花
園
」、
ひ
ま
わ
り
を

キ
ャ
ン
ド
ル
が
照
ら
し
出
す
「
ひ
ま
わ
り

月刊公論ならではの視点で集めた、日本全国からの情報と
世界からの話題をお届けします。

列
島
列
島

い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん

い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
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キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」、
手
作
り
雑
貨
販
売

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
「
ひ

ま
わ
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
。

【
開
催
場
所
】 

筑
西
市
倉
持
地
区

栃　

木

 

栄
光
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
フ

ラ
ッ
グ
〜
ル
・
マ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
に

挑
ん
だ
日
本
車
た
ち
〜
（
有
料
）

ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
内
の
「
ホ
ン
ダ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」で
、
世
界
３
大
レ
ー

ス
の
ひ
と
つ
「
ル
・
マ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
」

を
特
集
し
た
展
示
を
開
催
。
も
っ
と
も
過

酷
と
い
わ
れ
る
耐
久
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
て

き
た
日
本
製
マ
シ
ン
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い
す

る
。

【
開
催
場
所
】 

茂
木
町
・
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て

ぎ　
ホ
ン
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

群　

馬

 

第
73
回
草
津
温
泉
感
謝
祭

温
泉
街
が
一
年
で
最
も
活
気
づ
く
の

が
、
湯
畑
特
設
舞
台
を
メ
イ
ン
に
開
催
さ

れ
る
、
通
称
「
温
泉
感
謝
祭
」。
土
用
の

丑
の
日
、丑
の
刻
に
入
湯
す
る
事
に
よ
り
、

以
後
一
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
た
と
い
う

故
事
に
ち
な
み
開
か
れ
る
。
温
泉
へ
の
感

謝
へ
と
形
を
変
え
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

【
開
催
場
所
】 

草
津
温
泉
湯
畑

埼　

玉

 

明
治
１
５
０
年
記
念
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
鉄
道
の
夜
明
け
（
有
料
）

幕
末
期
の
日
本
人
と
鉄
道
の
関
わ
り

や
、
鉄
道
技
術
の
進
化
な
ど
を
知
る
企
画

展
。
ロ
ケ
ッ
ト
号
の
模
型
を
は
じ
め
、
松

永
芳
正
「
鉄
道
造
営
日
記
」
や
錦
絵
「
汐

留
ヨ
リ
横
浜
迄
鉄
道
開
業
御
乗
初
諸
人

拝
礼
之
図
」
な
ど
、
当
事
の
鉄
道
の
様
子

を
知
る
数
々
の
資
料
が
堪
能
で
き
る
。

【
開
催
場
所
】 

さ
い
た
ま
市
・
鉄
道
博
物
館

千　

葉

 

平
成
30
年　

習
志
野
駐
屯

地　

夏
ま
つ
り

「
降
下
訓
練
は
じ
め
」、「
駐
屯
地
桜
ま

つ
り
」
と
並
ぶ
駐
屯
地
３
大
行
事
の
一つ
。

初
日
に
花
火
が
打
ち
上
が
る
。
盆
踊
り
や

お
化
け
屋
敷
、
自
衛
隊
車
両
へ
の
体
験
試

乗
な
ど
、一
日
中
楽
し
め
る
催
し
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
当
日
は
、駐
屯
地
内
の「
空

挺
館
」
も
一
般
開
放
さ
れ
、
空
挺
（
落
下

傘
部
隊
）に
関
わ
る
資
料
な
ど
も
展
示
さ

れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

習
志
野
市
・
陸
上
自
衛
隊
習

志
野
駐
屯
地
敷
地
内

東　

京

 「
琉
球 

美
の
宝
庫
」
展
（
有

料
）鮮

や
か
な
紅
型
に
代
表
さ
れ
る
染
織
や

中
国
・
日
本
か
ら
刺
激
を
受
け
て
描
か
れ

た
琉
球
絵
画
、
螺
鈿
・
沈
金
・
箔
絵
な
ど

の
技
法
を
使
っ
た
漆
芸
作
品
を
中
心
に
琉

球
王
国
の
美
を
紹
介
す
る
。
特
に
、
首
里

王
府
を
治
め
た
尚
家
に
継
承
さ
れ
た
「
国

宝 

琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」は
必
見
。

【
開
催
場
所
】 

港
区
・
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

神
奈
川

 

海
の
生
き
物
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！
展

（
有
料
）

海
で
暮
ら
す
生
き
物
た
ち
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
・
写

真
等
で
紹
介
す
る
企
画
展
。
人
間
の
生
活

の
影
響
で
野
生
動
物
が
お
か
れ
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

【
開
催
場
所
】 

よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ

ア 
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
水
中
観
覧
ビ
ュ
ー

新　

潟
 

帰
省
市
２
０
１
８

新
潟
ふ
る
さ
と
村
で
行
う
お
盆
の
恒

例
行
事
。
新
潟
の
銘
酒
を
は
じ
め
、
新
潟

名
物
な
ど
土
産
に
喜
ば
れ
る
商
品
が
多

数
並
ぶ
ほ
か
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
も
実

施
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
世
代
を
超
え
て

楽
し
め
る
縁
日
屋
台
も
登
場
す
る
。

【
開
催
場
所
】 

新
潟
市
・
新
潟
ふ
る
さ
と
村

富　

山

 

特
別
展
「
古
写
真
に
み
る

高
岡
」

博
物
館
が
近
年
新
た
に
収
蔵
し
た
写

真
絵
葉
書
を
中
心
に
、
高
岡
の
古
写
真
が

展
示
・
紹
介
さ
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

高
岡
市
・
高
岡
市
立
博
物
館

石　

川

 

輪
島
大
祭

輪
島
市
中
心
部
の
４
つ
の
地
区
（
海
士

町
・
奥
津
比
め
神
社
、
河
井
町
・
重
蔵
神

社
、
鳳
至
町
・
住
吉
神
社
、
輪
島
崎
町
・

輪
島
前
神
社
）で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
の
総

称
。
い
ず
れ
も
神
様
に
涼
を
お
と
り
い
た

だ
く
「
お
涼
み
祭
り
」
で
、
総
漆
塗
り
の

豪
華
な
キ
リ
コ
が
巡
行
す
る
の
は
、
漆
の

里
・
輪
島
な
ら
で
は
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

【
開
催
場
所
】 

輪
島
市
・
奥
津
比
め
神
社
、

重
蔵
神
社
、
住
吉
神
社
、
輪
島
前
神
社

福　

井

 

あ
わ
ら
温
泉　

第
13
回
あ

わ
ら
湯
か
け
ま
つ
り

８
月
８
・
９
日
を
温
泉
が
「
湧わ

く
」
に

か
け
て「
わ
く
わ
く
温
泉
の
日
」に
定
め
、

こ
の
日
に
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
。
目
玉
の

ひ
と
つ
が
、
湯
の
ま
ち
広
場
で
見
物
客
ら

の
手
に
よ
り
、
み
こ
し
に
お
湯
が
か
け
ら

れ
る
迫
力
満
点
の「
湯
か
け
み
こ
し
」。
他

広大な田畑に咲く、約100万本の「八重ひまわり」（筑西市）
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に
も
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花
車
の
温
泉

街
巡
行
、
民
謡
の
夕
べ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
ま

き
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 
あ
わ
ら
市
・
あ
わ
ら
温
泉
街

山　

梨

 
八
ヶ
岳
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
ティ

バ
ル
２
０
１
８
（
有
料
）

実
力
派
ジ
ャ
ズ
マ
ン
が
一
堂
に
会
す
る

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。　

今
年
も
夏
の

八
ヶ
岳
高
原
で
ジ
ャ
ズ
が
鳴
り
響
く
。

【
開
催
場
所
】 

北
杜
市
小
淵
沢
町
・
女
神
の

森
ア
ル
ソ
ア
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン（
ア

ル
ソ
ア
野
外
劇
場
）

長　

野

 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
２
０
１
８

豊
か
な
自
然
の
な
か
に
佇
み
、
大
正

時
代
か
ら
続
く
歴
史
の
あ
る
軽
井
沢
高

原
教
会
で 「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
る
。
教
会
前
に

は
無
数
の
ラ
ン
タ
ン
キ
ャ
ン
ド
ル
が
施
さ

れ
、
森
全
体
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
光
に
包

ま
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

軽
井
沢
高
原
教
会

岐　

阜

 

中
津
川
夏
祭
り
「
お
い
で

ん
祭
」

12
日
は
約
１
５
０
０
発
が
夜
空
に
響

く
納
涼
花
火
大
会
。
８
月
13
日
の
本
祭

り
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
、
中
津

川
お
ど
り
「
和
」に
続
き
、
風
流
お
ど
り
、

各
団
体
に
よ
る
創
作
み
こ
し
練
り
歩
き

な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 
中
津
川
市
・
中
津
川
河
畔（
桃

山
）、
市
街
地

静　

岡

 

菊
川
名
物
夜
店
市

毎
年
８
月
第
１
金
曜
日
・
土
曜
日
の

午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
菊

川
駅
前
か
ら
５
丁
目
上
ま
で
の
本
通
り

商
店
街
約
４
５
０
ｍ
を
歩
行
者
天
国
に

し
、
１
０
０
店
を
超
え
る
出
店
が
並
ぶ
。

昔
な
が
ら
の
金
魚
す
く
い
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
を
は
じ
め
、
地
域
の
名
産
品
や
自
慢

の
グ
ル
メ
を
販
売
。
通
り
の
各
所
に
設
け

ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
幅
広
い
街
角
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

菊
川
市
・
本
通
り
商
店
街

愛　

知

 

ト
ヨ
モ
ー
タ
ー
展
「
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
刈
谷
の
オ
ー
ト
バ
イ
物
語
」

か
つ
て
刈
谷
市
の
美
術
館
近
く
に
あ
っ

た
オ
ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
、ト
ヨ
モ
ー
タ
ー

ス
。
１
９
４
９
年
か
ら
自
転
車
に
取
り
付

け
る
補
助
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
、
戦
後
復
興

期
の
庶
民
の
足
と
な
っ
た
。
10
年
の
軌
跡

を
、
貴
重
な
実
車
、
設
計
図
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
写
真
な
ど
で
紹
介
。
ま
た
、
同
時
期

に
70
余
の
メ
ー
カ
ー
が
参
加
し
、
公
道

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
中
京
圏
の
オ
ー
ト
バ

イ
史
も
概
観
す
る
。

【
開
催
場
所
】 

刈
谷
市
・
刈
谷
市
美
術
館

三　

重

 

麻
加
江
か
ん
こ
踊
り

音
頭
取
り
と
ほ
ら
貝
の
音
色
に
合
わ
せ

て
、
シ
ャ
グ
マ
や
腰
蓑
を
身
に
付
け
た
青

年
男
子
が
、
か
ん
こ
を
鳴
ら
し
て
勇
壮
に

舞
い
踊
り
、
ま
た
花
笠
を
か
ぶ
っ
た
童
女

が
、
綾
竹
を
使
っ
て
綾
お
ど
り
を
舞
う
。

【
開
催
場
所
】 

度
会
郡
・
慶
林
寺

滋　

賀

 

２
０
１
８
び
わ
湖
大
花
火

大
会琵

琶
湖
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
、
び
わ
湖
大
花
火
大
会
。
約
35
万
人
も

の
人
出
で
湖
畔
が
賑
わ
う
中
、
豊
か
な
自

然
を
背
景
に
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
。
湖
の
ほ
と
り
で
、
夜
空
に

咲
く
花
火
が
堪
能
で
き
る
。

【
開
催
場
所
】 

滋
賀
県
営
大
津
港
沖
水
面
一
帯

京　

都

 

京
の
七
夕
（
有
料
）

旧
暦
の
七
夕
に
あ
た
る
８
月
に「
願
い
」

「
祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
京
の

夏
の
夜
の
風
物
詩
。
メ
イ
ン
エ
リ
ア
の
堀

川
・
鴨
川
ほ
か
京
都
各
地
で
開
催
。
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
、
京
都
な
ら
で

は
の
七
夕
の
風
情
が
楽
し
め
る
。
全
国
か

ら
集
め
ら
れ
た
「
願
い
」
は
、
京
都
五
山

の
送
り
火
、
清
水
寺
な
ど
で
お
焚
き
上
げ

し
、
京
の
空
高
く
届
け
ら
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

京
都
一
帯

大　

阪

 

３
大
交
響
曲
の
夕
べ（
有
料
）

炎
の
コ
バ
ケ
ン
の
異
名
を
持
つ
小
林
研

一
郎
氏
が
、
誰
に
で
も
聴
き
馴
染
み
の
あ

る
名
交
響
曲
３
曲
を
指
揮
す
る
。
指
揮

…
小
林
研
一
郎　

管
弦
楽
…
大
阪
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団　

曲
目
…
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
：
交
響
曲 

第
７
番
「
未
完
成
」、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交
響
曲 

第
５
番
「
運

命
」、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
：
交
響
曲 

第
９

番
「
新
世
界
よ
り
」

【
開
催
場
所
】 

大
阪
市
北
区
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ホ
ー
ル

兵　

庫

 

兵
庫
県
政
１
５
０
周
年
記

念
事
業　

春
季
企
画
展
「
吉
祥
の
図
像
」

（
有
料
）

様
々
な
紋
様
や
銘
文
が
表
現
さ
れ
た

軽井沢高原教会で開催される「サマーキャンドルナイト2018」
（軽井沢町）
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鏡
の
背
面
。
そ
の
中
に
は
、
人
々
が
鏡
の

持
つ
神
秘
的
な
力
に
幸
福
の
到
来
を
託
し

た
も
の
が
あ
る
。
繁
栄
や
長
寿
な
ど
、
時

代
を
超
え
て
人
々
が
願
う
想
い
が
込
め
ら

れ
た
図
像
が
展
示
さ
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
加
西

分
館
・
古
代
鏡
展
示
館

奈　

良

 

飛
鳥
の
夏
の
ひ
ょ
う
た
ん

展
か
わ
い
い
ひ
ょ
う
た
ん
の
プ
ラ
ン
タ
ー

が
展
示
さ
れ
る
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
か
た
ち

の
ひ
ょ
う
た
ん
を
鑑
賞
す
る
。

【
開
催
場
所
】 

奈
良
県
・
国
営
飛
鳥
歴
史
公

園
館和

歌
山

 

竹
燈
夜
in
山
東
２
０
１
８

竹
灯
ろ
う
と
子
ど
も
達
が
描
い
た
ペ
ー

パ
ー
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ド
ル
２
万
本
、
そ
し
て

竹
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
音
空
間
。

【
開
催
場
所
】 

和
歌
山
市
・
伊
太
祁
曽
神
社

鳥　

取

 

江え
び
じ
ゅ
う
し
ち
や

尾
十
七
夜

８
月
17
日
、
江
尾
の
町
は
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
空
気
に
包
ま
れ
る
。
伯ほ
う
き耆
の
国

江え
び
じ
ょ
う

美
城
主
の
蜂
塚
一
門
が
、
盂
蘭
盆
17
日

の
夜
、
城
門
を
開
放
し
、
町
民
や
農
民
と

と
も
に
盆
の
供
養
と
豊
年
を
祈
っ
て
朝

ま
で
無
礼
講
で
踊
り
明
か
し
た
と
い
う
伝

統
的
な
祭
り
。
５
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ

ニ
ッ
ポ
ン
の
懐
か
し
い
お
祭
り
だ
。

【
開
催
場
所
】 

奥
大
山
江
府
町
・
江
尾
の
町

中
島　

根

 

第
１
０
５
回
島
根
大
学
総

合
博
物
館
市
民
講
座

石
見
銀
山
の
世
界
史
的
意
義
と
は
？

島
根
大
学
博
物
館
講
座
「
石
見
学
Ⅱ
」シ

リ
ー
ズ
の
第
３
弾
。
今
回
は
仲
野
義
文
・

石
見
銀
山
資
料
館
館
長
が
石
見
銀
山
の

開
発
と
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
の
誕
生
」
を

テ
ー
マ
に
石
見
銀
山
の
世
界
史
的
意
義
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

【
開
催
場
所
】 

松
江
市・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

岡　

山
 

２
０
１
８
お
か
や
ま
果
物

時
間７

月
か
ら
10
月
ま
で
の
４
か
月
間
、
市

町
村
や
観
光
事
業
者
と
連
携
し
て
開
催

さ
れ
る
展
開
さ
れ
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

飲
食
店
で
の
フ
ル
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

や
、
桃
・
ぶ
ど
う
狩
り
バ
ス
運
行
を
は
じ

め
、
従
来
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
好
評
だ
っ

た
朝
・
夕
を
楽
し
む
企
画
を
実
施
。

【
開
催
場
所
】 

岡
山
県
全
域

広　

島

 

因
島
水
軍
ま
つ
り
「
海
ま

つ
り
」

村
上
水
軍
を
再
現
す
る
「
因
島
水
軍

ま
つ
り
」。
３
部
構
成
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、

小
早
レ
ー
ス
を
中
心
に
汗
を
流
し
競
い
合

う
「
海
ま
つ
り
」。
村
上
水
軍
が
伝
令
船

と
し
て
使
用
し
た
木
造
船
「
小こ
は
や早
」
に
よ

る
競
争
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
る
。
当
時
の
水

軍
の
繁
栄
を
現
代
に
伝
え
る
勇
壮
な
お

祭
り
だ
。

【
開
催
場
所
】 

尾
道
市
・
因
島
ア
メ
ニ
テ
ィ

公
園
・
し
ま
な
み
ビ
ー
チ

山　

口

 

明
治
１
５
０
年
記
念
特
別

展　

激
動
の
幕
末
長
州
藩
主　

毛
利
敬

親
（
有
料
）

天
保
８
年
（
１
８
３
７
）、
長
州
藩
13
代

藩
主
を
襲
封
し
た
毛
利
敬
親（
１
８
１
９
〜

７
１
）。
激
動
の
幕
末
維
新
期
に
藩
政
の

舵
取
り
を
任
さ
れ
た
敬
親
は
、
改
革
を
断

行
し
、
有
能
な
人
材
育
成
、
国
事
周
旋
な

ど
に
よ
り
、
幾
多
の
難
局
を
乗
り
越
え
、

明
治
維
新
達
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。彼

の
生
涯
と
事
績
を
中
心
に
、
幕
末
の
リ
ー

ダ
ー
の
実
像
に
迫
る
。

【
開
催
場
所
】 

山
口
市
・
山
口
県
立
美
術
館

徳　

島

 

古
代
の
南
極
の
氷
を
触
っ

て
み
よ
う

砕
氷
艦
し
ら
せ
が
持
ち
帰
っ
た
南
極
の

氷
を
触
っ
て
み
よ
う
！ 

じ
っ
く
り
観
察
し

て
み
て
は
。

【
協　
　

力
】 

自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部

【
開
催
場
所
】 

板
野
郡
板
野
町
・
徳
島
県
立

あ
す
た
む
ら
ん
ど
子
ど
も
科
学
館
前

香　

川

 

四
国
村
の
風
鈴
飾
り（
有
料
）

源
平
合
戦
で
知
ら
れ
る
香
川
県
屋
島

に
あ
る
四
国
村
。
各
地
か
ら
移
築
復
原

し
た
民
家
や
建
造
物
と
安
藤
忠
雄
氏
設

計
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
散
策
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
。
四
季
の
花
々
が
楽
し
め
る
場
所
と
し

て
も
人
気
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
風

鈴
飾
り
」
が
人
気
。
村
内
に
飾
ら
れ
た
約

４
０
０
個
の
風
鈴
の
音
に
涼
を
感
じ
な
が

ら
古
民
家
を
散
策
で
き
る
。

【
開
催
場
所
】 

高
松
市
・
四
国
村

愛　

媛

 

五
反
田
の
柱
ま
つ
り

戦
国
時
代
の
元
城
と
金
剛
院
の
修
験

者
の
戦
国
哀
話
の
伝
説
が
起
源
。
こ
の
火

祭
り
は
悪
病
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
の
お
祓

い
神
事
。
高
さ
約
20
ｍ
の
柱
に
麻
木
籠
を

取
り
付
け
、
籠
に
向
か
っ
て
松
明
を
放
り

投
げ
て
籠
が
燃
え
上
が
る
ま
で
幾
夜
で
も 毎年恒例となった四国村の「風鈴飾り」（四国村）
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続
け
ら
れ
る
。
美
し
い
火
の
玉
が
闇
の
中

で
尾
を
引
く
光
景
は
勇
壮
か
つ
幻
想
的
。

【
開
催
場
所
】 

八
幡
浜
市
・
王
子
の
森
公
園

高　

知
 

第
68
回
全
日
本
女
郎
ぐ
も

相
撲
大
会

市
内
中
心
部
に
あ
る
一
條
神
社
境
内

で
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
の
思
い
出
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
催
し
で
、
全
国
で
は
、

四
万
十
市
と
鹿
児
島
県
加
治
木
町
の
み

に
残
る
伝
統
行
事
。
土
俵
と
な
る
棒
の
上

に
、
女
郎
ぐ
も
２
匹
を
向
か
い
合
わ
せ
、

そ
の
戦
い
を
観
戦
す
る
。
参
加
の
対
象
は

小
学
生
。

【
開
催
場
所
】 

四
万
十
市
・
一
條
神
社

福　

岡

 

第
31
回
わ
っ
し
ょ
い
百
万

夏
ま
つ
り

北
九
州
市
最
大
の
夏
祭
り
。
２
０
１
８

年
は
〝
百
万
一
心
〜
創
ろ
う
。
愛
と
夢
を

育
む
み
ん
な
の
ま
つ
り
！
〜
〞
を
テ
ー
マ

に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

北
九
州
市
が
誇
る
山
笠
や
山
車
が
競
演

す
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
・
夏
ま
つ
り
大
集
合
、

こ
ど
も
夢
ス
テ
ー
ジ
、
約
１
万
人
の
市
民

が
色
と
り
ど
り
の
衣
装
で
踊
る
百
万
踊

り
、
全
４
会
場
で
行
わ
れ
る
わ
っ
し
ょ
い

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
北
九
州
な
ど
、
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
。

【
開
催
場
所
】 

北
九
州
市
・
勝
山
公
園
、
小

文
字
通
り
、
小
倉
城
周
辺
ほ
か

佐　

賀

 

グ
グ
グ
ッ
!! 

グ
リ
コ
展

│
佐
賀
に
生
ま
れ
た
創
業
者
江
崎
利
一

の
想
い
に
せ
ま
る
│
（
有
料
）

佐
賀
県
出
身
の
江
崎
グ
リ
コ
創
業
者

江
崎
利
一
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
初
の
展
覧

会
。
昭
和
初
期
の
映
画
付
き
グ
リ
コ
自
動

販
売
機
の
レ
プ
リ
カ
や
、
歴
代
の
大
阪
道

頓
堀
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
ジ
オ
ラ
マ
、こ
れ
ま
で

に
出
さ
れ
た
数
百
点
も
の
グ
リ
コ
の
お
ま

け
な
ど
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る

内
容
。

【
開
催
場
所
】 

佐
賀
市
・
佐
賀
県
立
美
術
館

長　

崎
 
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

in 
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

み
ん
な
が
楽
し
め
る
、
こ
こ
だ
け
の

ア
メ
リ
カ
＆
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ　

Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｓ
！　

世
界
の
グ
ル
メ
屋
台
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
シ
ョ
ー
、
３
ｏ
ｎ
３
や
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど

参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
花
火
の
打
ち

上
げ
な
ど
ア
メ
リ
カ
を
楽
し
む
２
日
間
。

【
開
催
場
所
】 

佐
世
保
市
・
ニ
ミ
ッ
ツ
パ
ー

ク
・
佐
世
保
公
園

熊　

本

 

八
代
く
ま
川
祭
り

日
本
三
急
流
に
数
え
ら
れ
る
熊
本
県
の

球
磨
川
河
口
に
広
が
る
八
代
市
で
は
、
毎

年
８
月
に
市
民
総
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
「
八

代
く
ま
川
祭
り
」。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
総

踊
り
は
約
５
０
０
０
人
が
一
斉
に
踊
り
だ

し
、
圧
巻
の
迫
力
！　

子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
八
代
の
夜
が
活
気
付
く
お
祭
り
だ
。

【
開
催
場
所
】 

八
代
市
・
中
心
商
店
街
、
袋

町
〜
旭
中
央
通

大　

分

 

や
ま
く
に
Ｇ
ｅ
ｎ
ｒ
ｙ
ｕ 

夏
ま
つ
り
２
０
１
８

山
国
子
供
神
楽
や
高
校
生
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
、
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
の
出

店
、
大
抽
選
会
な
ど
が
楽
し
め
る
。

【
開
催
場
所
】 

中
津
市
・
し
も
げ
商
工
会
山

国
支
所
前
駐
車
場
特
設
会
場

宮　

崎

 

第
44
回
天
下
一
五
ヶ
瀬
川

イ
カ
ダ
下
り
大
会
（
有
料
）

〝
水
郷
の
べ
お
か
〞の
母
な
る
川
・
五
ヶ

瀬
川
を
川
下
り
す
る
こ
と
で
親
睦
と
交
流

を
図
る
。
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
で
ふ
る

さ
と
を
再
発
見
し
、
河
川
愛
護
の
心
も
育

ま
れ
る
、
地
域
に
根
差
し
た
催
し
だ
。
設

定
区
間
で
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
、
ゲ
ー
ム
、イ

カ
ダ
の
デ
ザ
イ
ン
、
ク
ル
ー
の
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
等
の
総
合
得
点
で
順
位
を
競
う
「
手
作

り
イ
カ
ダ
」
と
ゴ
ム
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
で

川
下
り
を
満
喫
す
る「
番
外
編
」が
あ
る
。

【
開
催
場
所
】 

延
岡
市
・
五
ヶ
瀬
川
（
岩
熊

大
橋
河
川
敷
〜
大
瀬
橋
河
川
敷
）

鹿
児
島

 

は
ん
ぎ
り
出
し

江
戸
末
期
の
新
田
干
拓
の
時
に
つ
く
ら

れ
た
潮
だ
ま
り
の
管
理
を
す
る
た
め
に
お

か
れ
た
水
守
は
、
給
料
の
か
わ
り
に
こ
の

潮
だ
ま
り
の
漁
業
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

彼
ら
が
日
を
決
め
て
許
可
証
を
出
し
、エ
ッ

ナ（
ボ
ラ
の
子
）を
取
っ
た
の
が
そ
の
起
源
。

「
ハ
ン
ギ
リ
」
と
は
馬
の
飼
料
桶
の
こ
と
で
、

「
半
切
り
」
と
い
う
底
の
浅
い
桶
を
使
用

し
た
こ
と
か
ら
ハ
ン
ギ
リ
出
し
と
い
う
。
毎

年
盆
明
け
の
８
月
16
日
の
精
進
落
と
し
の

行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
獲
れ
た
エ
ッ
ナ
は
そ

の
場
で
酢
味
噌
を
付
け
て
食
べ
ら
れ
る
。

【
開
催
場
所
】 

霧
島
市
・
国
分
広
瀬
潮
遊
池

沖　

縄

 

第
63
回　

沖
縄
全
島
エ
イ

サ
ー
ま
つ
り
２
０
１
８
（
有
料
）

３
日
間
で
30
万
人
以
上
を
動
員
す
る

沖
縄
県
最
大
の
エ
イ
サ
ー
イ
ベ
ン
ト
。
９
月

15
日
（
金
）
は
市
街
地
を
練
り
歩
く
「
道

じ
ゅ
ね
ー
」が
見
ど
こ
ろ
で
、
16
日
（
土
）、

17
日
（
日
）
は
コ
ザ
運
動
公
園
を
メ
イ
ン

会
場
に
、
沖
縄
市
青
年
団
協
議
会
に
よ
る

「
沖
縄
市
青
年
ま
つ
り
」
と
、
全
島
か
ら

集
結
し
た
青
年
会
が
代
々
受
け
継
い
で
き

た
エ
イ
サ
ー
を
個
性
豊
か
に
繰
り
広
げ
る

「
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
」を
行
う
。

【
開
催
場
所
】 

沖
縄
市
・
コ
ザ
運
動
公
園
、

コ
ザ
運
動
公
園
陸
上
競
技
場




